
一
二
二

書体の覆刻

こ
こ

で
使
っ

て
い
る

「
細
仮
名
」

μ
い
う
正
式
名
称
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち

ろ
ん

「
太
仮
名
」

μ
い
う
名
称
も
な
く
、

こ

の
分
類
は
私
達
の

「
印
刷
史
研

究
会

☆
註
四
二

」

が

仮
に

使
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

こ

の
三
号
太
仮
名
は
、

東
京
築
地

活
版
製
造
所
が

明
治
四
五
（

一
九
一
二
）

年
二
月
に

発
行
し
た

『
改
正
三
号
明
朝

活
字
書
体
見
本　

全
』

に

収
録
さ
れ
て
い
る
見
本
か
ら
覆
刻
し
て
あ
り
ま
す

★
図
三
一
―
一

。

こ

の
仮
名
が
い
つ
で
き
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

上
海
か
ら
導
入
し
た
三

号
活
字
は
分
合
活
字
（
連
載
第
一
回
を

ご
覧
く
だ
さ
い

）

で
す
の
で
、

そ
の
使
い

勝
手
の

悪
さ
か
ら

か
な
り
早
い
時
期
に
改
刻
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
改
刻
μ
同
時

に

中
国
に
は

無
く
日
本
で
は
必
要
不
可
欠
な
仮
名
書
体
も
開
発
が
す
す
め
ら

れ
て
い
た
は
ず
で
す
。

手
元
に
は

明
治
一
〇
年
代
の

三
号
活
字
А

使
っ

た
印

築
地
体
三
号
細
仮
名

小
宮
山
博
史

毛
筆
書
道
の
流
れ
А

う

け

つ

ぐ

流
麗
な

仮
名



一
二
三

書体の覆刻

刷
物
が

あ

り

ま

せ

ん

の

で
、

こ

の
細
仮
名
が

い

つ

か

ら

使
わ

れ

は

じ

め

た

か

は

わ

か

り

ま

せ

ん

が
、

か

な

り

早
い

時
期
に

開
発
さ

れ

た

と

思
わ

れ

ま

す
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
二
月
刊
『
印
刷
雑
誌
』

第
一
巻
第
一
号
の

末
尾
に

築
地
活

版
の

広
告
が

差
し

込
ま

れ

て

い

ま

す

が
、

そ

の
広
告
本
文
は

三
号
漢
字
仮
名
交
り

文
で

こ

こ

に
使
わ

れ

て

い

る

平
仮
名
は

今
回
覆
刻
し

た

細
仮
名
と

同
じ

字
形
で

す

★
図
三
一
―
二

。

こ

の
細

仮
名
が

漢
字
に

た

い

す

る

メ

イ

ン

の

書
体
で

す
。

も

ち

ろ

ん

明
治
三
六
年
刊
の

『
活
版

見
本
』

で

も

漢
字
仮
名
交
り

組
み

見
本
に

使
わ

れ

て

い

ま

す

が
、

興
味
深
い

の

は

三
号

楷
書
仮
名
交
じ

り

書
体
見
本
の
両
仮
名
は
こ

の

細
仮
名
な

の

で

す
。

冷
静
に

考
え

れ

ば
、

現
在
通
用
し

て

い

る

明
朝
体
仮
名
の

姿
形
は

正
確
に

は

楷
書
体
の

ス

タ

イ

ル

を

維
持
し

て

い

る

と

い
っ

て

良
い
。

し

か

し
こ

の

三
号
細
仮
名
ほ

ど

楷
書
体
漢
字
に

合
う

字
形
は

現
在
ま

で

作
ら

れ

た
こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん
。

こ

れ

は

は
っ

き

り

と

し

た
理
由
は

な

く

あ

く

ま

で

想
像
な

の

で

す

が
、

こ

の
三
号
細

仮
名
を

彫
刻
し

た

の

は

築
地
活
版
の

名
人
彫
り

師
と

い

わ

れ

た
竹た
け

口ぐ
ち

芳よ
し

五ご

郎ろ
う

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か
。
『
印
刷
雑
誌
』

第
一
巻
第
六
号
（
七
月
号
）

の

一
九
頁
に

築
地
活
版
の

美

し

い

楷
書
体
漢
字
と
連
綿
体
仮
名
の
見
本
が

載
っ

て

い

ま

す

が
、

そ
こ

に

は

「
活
字
種

版
師
竹
口
芳
五
郎
」

と

明
記
さ

れ

て

い

ま

す

★
図
三
二

。

活
字
種
字
の

彫
り

師
の

名
前
が

明
記
さ

れ

る
こ

と

は

前
代
未
聞
の

出
来
事
で

す

が
、

明
記
さ

れ

る

に

足
り

る
特
に

優
れ

た

技
術

の

持
ち

主
と

し

て

公
知
の

こ

と

で

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。
『
本
邦
活
版
開
拓
者

の

苦
心
』
（
津
田
伊
三
郎
編
。

津
田

三
省
堂
、

昭
和
九
年

）

に

は

竹
口
芳
五
郎
の

簡
単
な

伝
記
が

収
録
さ

れ

て

い

ま

す

が
、

そ

れ

に

よ

れ

ば

築
地
活
版
に

明
治
五
年
入
社
し
、

明
治
四
一
年
八
月
急
逝
す

る

ま

で

築
地
書
体
の

開
発
、

改
良
に

従
事
し

た

と

い

う
こ

と

で

す
。

そ

の
実
働
期
間
は

築

地
活
版
の

黎
明
期
か

ら

爛
熟
期
に

相
当
し

ま

す
。

築
地
活
版
の

種
字
彫
り

師
は

竹
口
芳

☆
註
四
二
…
…
印
刷
史
研
究
会　
平
成
七
年
、
小
宮
山
博
史
、

府
川
充
男
、
日
下
潤
一
、
故
木
田
元
、
前
田
成
明
の
五
名
で
発

足
し
た
活
字
印
刷
研
究
会
。
通
説
に
と
ら
わ
れ
ず
、
印
刷
物
を

第
一
資
料
と
し
て
日
本
の
近
代
活
字
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

日
本
・
中
国
・
韓
国
の
活
字
研
究
者
と
提
携
し
ア
ジ
ア
の
近
代

漢
字
活
字
史
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
研
究
成
果
を

『
印
刷
史
研
究
』（
学
術
刊
行
物
指
定
）
に
発
表
。

『
印
刷
史
研
究
』
誌
は
第
八
号
ま
で
刊
行
（
第
七
号
ま
で
は
在

庫
な
し
。
第
八
号
は
残
部
少
々
）。
停
滞
の
後
今
年
春
第
九
号

を
刊
行
予
定
。
第
九
号
の
執
筆
者
は
中
国
の
活
字
研
究
家
潘
吉

星
氏
の
「
中
国
金
属
活
字
技
術
の
起
源
」
と
在
日
朝
鮮
人
学
者

任
展
慧
氏
の
「
日
本
に
お
け
る
李
樹
廷
の
活
動
と『
明
治
字
典
』」

の
二
人
。『
印
刷
史
研
究
』
は
予
約
出
版
の
た
め
、
予
約
に
つ

い
て
は
佐
藤
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
研
究
所
（
〒221-0051

横
浜

市
神
奈
川
区
幸
ヶ
谷16-6

）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



一
二
四

書体の覆刻

五
郎
か

ら

竹た
け

口ぐ
ち
し
よ
う
正
太た

郎ろ
う

へ
、

そ

し

て
安あ
ん

藤ど
う

末す
え

松ま
つ

と

続
い

て

会
社
そ

の

も

の

が

終
息
し

ま

す
。

種
字
彫
り

師
の

お

話
し

は

回
を

改
め

て

書
く

予
定
で

す

の

で

ご

期
待
く

だ

さ

い
。

こ

の
三
号
細
仮
名
は
、

文
字
の

大
小
と
字
形
は

書
き

手
に

左
右
さ

れ

る

毛
筆
手
書
き

が

一
般
生
活
の

基
本
で

あ
っ

た

時
代
で

あ

り

な

が

ら
、

人
々
が

読
む

新
聞
、

書
籍
は

正

方
形
の

中
に
ほ

ぼ

均
等
な

大
き

さ

を

追
求
し

は

じ

め

た
活
字
書
体
で

あ

り
、

そ

の

ギ

ャ

ッ

プ

の
中
で

揺
れ
動
く

人
々
に

も

充
分
に

理
解
が

得
ら

れ

る

書
体
で

あ
っ

た

よ

う

に

思

え

て

な

り

ま

せ

ん
。

流
麗
と

も

い

え

る

運
筆
、

人
々
が

受
け

入
れ

や

す

い
文
字
固
有
の

大
き

さ

と

字
形
、

そ

れ

を

活
字
書
体
と

い

う

制
約
の

中
で

生
か

し

て

い

く

の

は
困
難
な

作
業
で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

ま

す

が
、

じ

つ

に

美
し

く

ま

と

め

て

い

ま

す
。

こ

の

よ

う

な

造
形
は

現
在
の

タ

イ

プ

デ

ザ

イ

ナ

ー

に

は

作
れ

な

い

も

の

で

す
。

三
号
細
仮
名
の

字
形
は
、

一
号
に

も

見
ら

れ

ま

す

が
、

四
号
、

五
号
と

い

う

小
さ

い

サ

イ

ズ

に

は

あ

り

ま

せ

ん
。

と

い

う
こ

と

は

は

じ

め

か

ら

人
々
の

目
に

つ

く

見
出
し
用

書
体
を

念
頭
に

お

い

て

制
作
さ

れ

た

も

の

で
、

目
的
に

よ
っ

て

制
作
方
針
を

差
別
化
し

て

い

る
こ

と

が

わ

か

り

ま

す
。

漢
字
と

仮
名
を

同
じ

ウ
エ

イ

ト

に

見
え

る

よ

う

に

現
在
の

書
体
は

作
ら

れ

て

い

ま

す

が
、

べ

つ

に

そ

れ

に
こ

だ

わ

る
こ

と

な

く

漢
字
は

太
く

仮
名
は

細
く

し

て

も

新
鮮
な
文

字
組
み

が

表
現
で

き

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か
。

字
間
行
間
の

設
定
で

も
印
象
は
大

き

く

変
わ

り

ま

す
。

こ

の
書
体
が

ど

の

よ

う

に

使
わ

れ

る

か

と

て

も
楽
し

み

で

す
。

⦿
組
版
仕
様

　
書
体
＝
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
Std W

5
（
漢
字
・
欧
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）＋
築
地
体
三
号
細
仮
名
（
仮
名
，「
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
」
よ
り
）

　
見
出
し
＝
サ
イ
ズ
：
60
級
／
本
文
（
p.122

）＝
サ
イ
ズ
：
24
級
，
字
送
り
：
30
歯
，
行
送
り
：
36
歯

　
本
文
（
p.123

～
p.124

）＝
サ
イ
ズ
：
16
級
，
字
送
り
：
20
歯
，
行
送
り
：
30
歯
，
1
行
：
33
字
詰
め
・
22
行

⦿
発
行
＝
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
　
⦿
デ
ザ
イ
ン
・
組
版
＝
向
井
裕
一
（
glyph

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
2005.03.18

）

ア
メ
ツ
チ
ホ
シ
ソ
ラ
ヤ

マ
カ
ハ
ミ
ネ
タ
ニ
ク
モ

キ
リ
ム
ロ
コ
ケ
ヒ
ト
イ

ヌ
ウ
ヘ
ス
ヱ
ユ
ワ
サ
ル

オ
フ
セ
ヨ
エ
ノ
ヲ
ナ
レ

あ
め
つ
ち
ほ
し
そ
ら
や

ま
か
は
み
ね
た
に
く
も

き
り
む
ろ
こ
け
ひ
と
い

ぬ
う
へ
す
ゑ
ゆ
わ
さ
る

お
ふ
せ
よ
え
の
を
な
れ

★
築
地
体
三
号
細
仮
名
（
二
四
級
）



一
二
五

書体の覆刻

★
図
三
一―

一
…
…
東
京
築
地
活
版
製
造
所
『
改
正
三
号
明
朝

活
字
書
体
見
本　

全
』（
明
治
四
五
年
二
月
刊
）
の
両
仮
名
見

本
の
見
開
き
頁
。
四
種
類
の
仮
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
に
二
分
の
一
平
型
漢
字
、
二
分
の
一
の
縦
型
漢
字
、
ゴ
ヂ
ッ

ク
形
漢
字
両
仮
名
、
フ
ワ
ン
テ
ル
形
漢
字
両
仮
名
、
約
物
。
明

朝
体
漢
字
は
五
、八
八
四
字
を
収
録
。



一
二
六

書体の覆刻

★
図
三
一―

一



一
二
七

書体の覆刻

★
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
「
築
地
体
三
号
細
仮
名
」
の
書
体
見
本
（
二
四
級
）

★
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
「
築
地
体
三
号
太
仮
名
」
の
書
体
見
本
（
二
四
級
）



一
二
八

書体の覆刻

★
図
三
一―

二
…
…
『
印
刷
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
号
（
印
刷
雑
誌
社
、
明
治
二
四
年
二
月
二
八
日
刊
）
に
掲
載
の
築
地
活
版
広
告
。

　
　
　
　
　
　
　
　

本
文
が
三
号
、
社
名
は
初
号
、
住
所
は
二
号
、
片
分
銅
に
H
の
マ
ー
ク
下
の
「
有
限
責
任
」
は
五
号
、
飾
り
罫
下
の
社
名
は
六
号
。



一
二
九

書体の覆刻

★
図
三
二
…
…『
印
刷
雑
誌
』
第
一
巻
第
六
号
に
掲
載
の
築

地
活
版
の
種
字
彫
り
師
竹
口
芳
五
郎
の
名
前
が
入
っ
た
広
告
。

連
綿
仮
名
が
珍
し
い
。
活
字
で
連
綿
仮
名
を
最
初
に
作
っ
た

の
は
ウ
イ
ー
ン
王
立
印
刷
所
で
、
一
八
四
七
年
柳
亭
種
彦
の

『
浮
世
形
六
枚
屏
風
』
を
活
字
で
の
翻
刻
に
使
っ
た
も
の
で

あ
る
。
江
戸
版
本
を
見
事
に
再
現
し
た
こ
の
活
字
は
一
八
七

三
年
と
七
四
年
に
ア
ド
ル
フ
ホ
ル
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
印
刷
所
で
三

冊
の
聖
書
を
組
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ウ
イ
ー
ン
の
連
綿
体

活
字
の
影
響
が
築
地
活
版
の
連
綿
体
仮
名
に
表
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ー
ン
で
作
ら
れ
た
連
綿
体
活
字
は
本
国
で
は
す
で
に
隠

滅
し
て
い
る
が
、
戦
前
日
本
人
学
者
が
入
手
し
た
約
四
〇
本

の
う
ち
九
本
が
戦
災
と
敗
戦
の
混
乱
を
く
ぐ
り
ぬ
け
健
在
。


